





る。 事務所は ソウル大学校生薬研究所内にあり， 学会
長は ソウル大学校医科大学の薬理学主任教授洪思岳博





う。 地図を片手に歩いても， 近頃の市街地図は全 部 ハ
ングル文字なので， 町名や通りをつき合すのにー苦労
である。 ソウルの人口は既に 700万， 過密の極みに達




学会の人達との討論は 1 日ですんだが， 今後この人










つで， 主輸出先が日本である。 現在韓国では錦山， 金
浦， 江華， 豊基， 扶余， 抱川， 揚外l， 清安， 龍仁など
の地で人 参栽培が行われているが， 毎回訪韓する度
- 1 
和漢薬研究所長 難 波 恒 雄
にこれらの栽培地を見学するのを楽しみにしている。
今回の旅では江華島の人参畑を訪れる機会があった。







































































じ地平に並ぶ共働者 fellow- workerに他ならない。 そ
れには「この後の者にも」ーデナリを給して就労時間
を別たない寓話に学ぶべきものがあろう。 共産圏にみ











新 任 教 官
0宇佐美 四郎 教授（工学部） 51. 9 .1 
昭22 . 9 広島文理科大学理学部化学科卒業
昭36. 3 理学博士
担当：工業化学（環境化学）
0 浅田 実 助教授（教育学部） 51. 9 . 1  
昭32. 3 東 北大学大学院文学研究科修士課程修
了
担当：歴史学
0奥村 義雄 講 師 （教育学部） 51. 9 .1 
昭51 . 3 京都大学大学院文学研究科博士課程単
位取得退学
担当：社会学






薬学部助手 高 畑 広 紀
故郷である富山にUターンし， 新任教官になったわ コンパ， ス ポーツ， 旅行となると人一倍ハッスルし
けですが， 今だに学生時代の延長線上にいる状況です。 て， 学生きんも顔負けだろうと変な事で自負していま
何か調子が狂った生活を送っている感じで， そのう す。
ちに慣れてくるだろうと思いつつ今日まできてしまっ それでも， ようやくやる気を起こして， 学生きんと
たという感じです。 共々頑張る所存です。




この 9 月 1日， 工学部工業化学科（環境化学講座）
に赴任して参りました。




















































意味でまさしく terra incogni taである。 だからまず大
学もさることながら， 富山そのものについて学んでい
かねば， と思っている。 専攻が外国史， 西洋史である









が生活しているこの国・ この地域の生活， 社会， 文化
と比較してみた場合に， どこにヨーロッパの優れた点





















る。 いくら教授者が熱弁をふるっても， 聴き手の反 応
が皆目なければ， 何をかいわんやである。









この学会は， 昨 年12月に設立総会を， そして今年 8
月に第 1 回の研究大会をもった新しい学会て、ある。 共





























て， いくつかの大学等の諸機関を 訪ねた。 またシベリ


















送り， 全 ソ連に放送するということであった。 数日後




































































プとしてパンテイストッキング （日本では一足 10 0 円
程度， モスクワでは 1 ,5 0 0 円はする。）でもあげたとこ
























ている。 後で聞くと， ハンガリーでは， ウェート レス
も国から給料をもらっているが， 彼女らは， チップ（お





薬学部助教授 小 橋 恭
ある。 プールの中央にバ レーボールの様式でネットを
張り， 両サイドに4人または6人 （プールの大ききに
よる） の選手。 ボールは ビニール製で， 海水浴地でよ










が， フランス， 西ドイツの大学でセミナーをやり， ハ
ンブルグでの国際生化学会でちゃんと発表してきたこ
とをつけ加えて寄稿を依頼された責を果たしたい。
Joint MMM - INTERMAG Conference 
に参加して
教養部教授 佐 藤 清 雄
此度アメリカ ン大学 （Wash. D. C. ）物理学教室の好
意と， 表題の会議で論文 2 題の講演が許されたことも
あって， 6月4日から7 月3日迄， 米国で研修して 参
りました。 表題のJointMMM- INTERMA Gという
のは， 2 つの独立した会議の連合したものです。
M agnetism and M agneti c M ateri alsの略の MMMは，
米国物理学会内の磁気関係の会議で， 毎年聞かれるも
のですが， 海外から多数の招待講演が入るので準国際
会議と考えられているものです。 一方 INTERM AGは
米国電気学会に事務局をおく応用磁気国際会議で， 米
国内外の会場で毎年聞かれるもので， 19 72年には京都
で聞かれた。 今回の連合会議は， 6月15日 ～ 18日の4
日間， Hi ltonHotel, Pittsburg, P enn. で約60 0名の参
加者のもとに聞かれました。 会議の概要と特徴を簡単
6 -
に紹介しますと， 講演総数325， 内招待講演45, session 又は小人数と互に理解出来るまで討論出来る点にあっ
数は， MMMが2 0, INTERMAG2 0， 参加国19か国， そ
の国別講演数は凡そ次の通りです。 米国 2 02, 日本47,
ソ連， フランス， カナダ各12， 西独1 0， イギリス 9'
スイス 8， インド6， オランダ 4 ， イタリア 3， ポー
ランド， ハン方、リー， フィンランド各 2 ，スウェーデン，
ベルギー， ルーマニア， ブラジル各 1 で， 日本の電子
機器の進歩が理解出来る様でした。
今度の会議には， 2 つの特徴があった様に思いまし














尚会場になったPittsburgはWashing ton D. C.とN.Y.
とで三角形を作る位置にあり， 米国有数の鉄鋼の町と
かいわれているそうです。 それに関係するかどうか知

























した。 参考までに， 私の住んでいた寮の部屋代は 1 か




ら晩の 8時まで， 2 時間刻みで講義がぎっしりつまっ
ていて， 学生は自分の専攻によってその中から， 必要
な講義を選び出します。 教育大学だからか， あるいは，
私がつき合った学生に 3・ 4 年生が多かったせいか，
たいへん忙しそうに， そして実によく勉強するという
印象をうけました。 多彩的で行動範囲がものすごく広



















の実験を行L、ました。 又， 実験内 容は実に基本的なも
のが多かったように，思います。 講義は講演のような感
じで， 助手と一緒にいつもデモンストレーションが教





















ります。 しかし， いつも感心することは， ドイツ人は





と調査のため， 西ドイツ・ ミュンヒへン 工業大学に 1




卜4階建て， 延べ2863 m＇で， 完成は来年3月末の予定
しっかりと， 多〈食べるなあということです。
きて， 今再び富山大学教育学部に戻り 9 月から教育
実習に取りくんでいる真最中ですが， ここ一年間の経
験もふまえて， さらに頑張りたいと思っています。















期 日 11月2 0日（1:) 21日（日）
会 場 富山県民会館大ホール 富大黒田講堂
8 -








内 容 演奏会（27日ジャズ， 28日ロック・フ
オーク）
0合 唱




教養部 4 ・ 5番教室
内 容 班別発表会， 全体合唱
。茶 道














参加大学 富山大学， 富山女子短期大学， 金沢大
学， 金沢経済大学， 金沢女子短期大学，
福井大学， 仁愛女子短期大学
期 日 10月23日（封・24 日（日）
会 場 富大学生会館
内 容 演奏会， 合評会（富山西別院）， レセプ
ンョン
0書 道
参加大学 富山大学， 富山女子短期大学， 金沢大









































70 30 114 7 193 414 
求 人 数 720 259 1,980 256 1,92 3 5,1 38 
就職決定者数
44 27 109 7 179 366 
（就 職率） 62第.9 90� 95� 1to 92 第.7 8� 
県内決定者数
県外決定者数
1合 ｜ 刈 会 ’ k 、 q L － a q4Ed－唱A’i － qL 人5一4QU一nヨ人O一7
-9-









部済 薬学部工学部 （ 計）
会
15人7 人4 6 人9 人 28人7 
5 1 1 56 3 51 1 262 
130 60 。 28 。 218 
27 126 3 49 206 
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